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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第２四半期連結
累計期間

第32期
第２四半期連結
累計期間

第31期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 5,812,614 5,595,720 13,786,971

経常利益又は経常損失（△） （千円） △2,329 △355,680 1,207,729

当期純利益又は四半期純損失

（△）
（千円） △93,513 △309,404 916,354

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △91,709 △309,639 918,818

純資産額 （千円） 5,488,100 6,110,136 6,498,628

総資産額 （千円） 12,889,468 12,920,173 13,956,191

１株当たり当期純利益金額又は四

半期純損失金額（△）
（円） △23.77 △78.65 232.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 42.6 47.3 46.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 74,671 △421,891 1,540,149

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △826,116 △83,166 △959,911

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 23,822 △307,964 △386,521

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,544,374 2,653,093 3,466,661

 

回次
第31期

第２四半期連結
会計期間

第32期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）
（円） 1.49 △28.01

 
　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．第31期第２四半期連結累計期間及び第32期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

第31期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載していません。

　　　　３．売上高には、消費税等は含まれていません。

 

２【事業の内容】

　 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　 当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものです。

（1）業績の状況

        当第２四半期連結累計期間の当社グループ連結売上高は、5,595,720千円（前年同期比3.7％減）となりまし

た。

　　　　 本年度はイベント・セミナー・ネット広告等を強化し認知度向上を行っていますが、消費税率引き上げに伴う

駆け込み需要の反動等で、品目別売上の基礎化粧品は3,513,411千円（同1.4％増）、メイクアップ化粧品は

449,160千円（同9.0％減）、トイレタリーは329,798千円（同9.4％増）、栄養補助食品・雑貨等は1,278,132千円

（同13.9％減）となっております。

　　    販売ルート別売上では、通信販売が3,398,927千円（同5.9％減）、百貨店向卸売は546,884千円（同0.2％

減）、その他卸売は1,292,837千円（同4.6％増）、直営店は355,699千円（同2.4％減）となりました。

　　    売上原価は1,365,840千円（同2.7％減）となりました。販売費及び一般管理費は、イベント・セミナー・ネッ

ト広告等を強化したため、広告宣伝・販売促進費が1,989,229千円（同12.9％増）、その他経費が2,574,844千円

（同1.7％減）、合計で4,564,074千円（同4.2％増）となりました。

   　　 これらの結果、営業損失は334,194千円、経常損失は355,680千円、四半期純損失は309,404千円となっておりま

す。
 
（2）キャッシュ・フローの状況

        当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ813,568千円減少し2,653,093千円となりました。

　　　　 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

　　　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

    　　　営業活動の結果使用した資金は、421,891千円となりました。これは主に、減価償却費282,931千円、売上債

権の減少728,719千円の増加要因と、税金等調整前四半期純損失363,822千円、たな卸資産の増加421,206千円、

法人税等の支払額673,941千円の減少要因によるものです。前年同期と比較して496,562千円の減少となってお

ります

　　　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　 　投資活動の結果使用した資金は、83,166千円となりました。これは主に、研究開発用ビルの売却のための収

入83,813千円とハーバー銀座館のオープン工事等による有形固定資産の取得による支出97,496千円、子会社株

式の取得による支出50,000千円によるものです。前年同期と比較して742,950千円の支出減少となりました。

　　　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　        財務活動の結果使用した資金は、307,964千円となりました。これは主に、短期借入金の純減少額200,000千

円と長期借入金の純減少額28,310千円及び配当金の支払額78,454千円によるものです。前年同期と比較して

331,787千円の減少となりました。
 
（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　  当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
（4）研究開発活動

　　　　 当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、41,739千円です。

　　　　 なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

株式会社ハーバー研究所(E01063)

四半期報告書

 3/16



（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　 当社グループの売上高の約９割は化粧品に関連する売上です。化粧品業界全体では、個人消費の伸び悩みなど

からマーケットが拡大しない状況が続く中で、消費者ニーズの多様化、価格の二極化、新規参入企業の増加など

により、企業間の厳しい競争が続いています。

　　 この様な経営環境のもと、当社グループが安定的に成長するには、新規顧客を効率的に増やしていくこと及び

研究開発に力を入れ多様化した消費者ニーズに対応し顧客満足度の高い、製品・サービスを提供していくこと

が、重要と考えています。

 
（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

        当第２四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金の減少等により12,920,173千円となり、前連結

会計年度末と比較して1,036,017千円の減少となりました。負債合計は、未払法人税等の減少等により6,810,036

千円、前連結会計年度末と比較して647,525千円の減少、純資産は、利益剰余金の減少等により6,110,136千円、

前連結会計年度末と比較して388,491千円の減少となりました。
 
（7）経営者の問題認識と今後の方針について

      　当社の経営理念である「無添加主義®」のもと、安全、安心な商品作りを徹底し、独創的な技術により高機能、

高品質で価格競争力の強い商品を開発し、中長期的に安定した成長を実現いたします。生命科学研究所を中心

に、大学や各種研究機関との共同基礎研究、物質、素材、原料等の専門的研究により新しい技術や素材を開発

し、化粧品、食品などへの応用により高機能商品を開発してまいります。

　　    株式会社ノースジェニシスの食品工場において、食品、栄養補助食品の自社生産への本格的な取り組みを始め

ました。さらに、株式会社ＨプラスＢライフサイエンスの化粧品工場において、ＯＥＭ受託製造拠点としての機

能を担うなど、中長期的な経営資源の有効利用を進めております。

    マーケティングにおいては、メディアや企業等とのタイアップによる美容講座の積極的な実施により、新規顧

客の獲得、顧客の固定化及び積極的な拡販に努め、インターネットにおいても、よりスキルの高い専門家の採用

による人的強化を行うとともに、ＷＥＢサイトやスマートフォンサイトのデザイン改良を進めてまいります。三

重県松阪市にコールセンターを開設し、通信販売受注体制の拡充を行ってまいります。

　  製造面においては、スキンケア製品製造の中心となるハーバー株式会社において、引続き生産体制の効率化に

よるコストダウンを進めるとともに、株式会社ノースジェニシスの食品工場と株式会社ＨプラスＢライフサイエ

ンスの化粧品工場の稼働率引上げに努めてまいります。

　  物流面では、東西２拠点体制の整備により配送業務効率化を進めます。生産、物流拠点では引続き周辺環境の

美化、整備を進めてまいります。

　  卸売り事業においては、ハーバーブランドの認知度向上とともに、株式会社ＨプラスＢライフサイエンスによ

る新規食品商材と男の美学株式会社による男性用化粧品の販路獲得、流通チャネルへの導入促進を積極的に進め

てまいります。また、当社グループの商品開発力と製造技術力を戦略的に活用し、化粧品や食品の共同開発商

品、ＰＢ商品やＯＥＭ事業の攻勢を強めてまいります。

　  海外事業においては、アジア市場への深耕を進めるとともに、新たな地域、市場の開拓を推進してまいりま

す。

　  長期的かつ安定的な成長のためには、連結子会社と一体化した人材育成が重要な課題であり、教育研修と人材

交流を含めた的確な人員配置を徹底し、将来を担う人材の育成強化に力を入れてまいります。

　      コンプライアンス面では、内部統制をより一層充実させ、社会やステークホルダーの皆様から信頼を得られる

企業を目指します。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 
②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,935,000 3,935,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数 100株

計 3,935,000 3,935,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成26年７月１日～

 平成26年９月30日
－ 3,935,000 － 696,450 － 812,570

 

（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　小柳　昌之 　東京都千代田区 1,322 33.61

　小柳　東子 　東京都渋谷区 170 4.32

　有限会社ナチュラル 　東京都板橋区板橋３－28－４ 170 4.32

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 　東京都千代田区丸の内２－７－１ 60 1.52

　小柳　かず江 　東京都千代田区 35 0.88

　小柳　典子 　北海道苫小牧市 20 0.50

　小柳　佳之 　東京都豊島区 20 0.50

　梅田　常和 　東京都府中市 18 0.48

　藤田　博章 　北海道苫小牧市 18 0.47

　明治安田生命保険相互会社 　東京都千代田区丸の内２－１－１ 15 0.38

計 － 1,850 47.02
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,933,300 39,333 －

単元未満株式 普通株式 500 － －

発行済株式総数  3,935,000 － －

総株主の議決権 － 39,333 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ハーバー研究所
東京都千代田区神田

須田町一丁目24番地
1,200 － 1,200 0.03

計 － 1,200 － 1,200 0.03

 

２【役員の状況】

　 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりです。

    役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
社長室長、通信販売部担当

兼ディレクター
取締役

宣伝ＰＲ部、ネット推進部

担当兼ディレクター
大野　充 平成26年９月19日

取締役

総務部、財務・経理部、業

務部、情報開発部担当兼

ディレクター

取締役

社長室、総務部、財務・経

理部、業務部、情報開発部

担当兼ディレクター

宮崎　一成 平成26年９月19日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について
　 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,566,681 2,753,113

受取手形及び売掛金 1,965,441 1,237,036

商品及び製品 939,109 1,108,916

仕掛品 14,806 55,075

原材料及び貯蔵品 605,747 816,878

繰延税金資産 206,527 359,934

その他 131,712 227,969

貸倒引当金 △13,460 △11,411

流動資産合計 7,416,565 6,547,512

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,807,729 3,865,506

減価償却累計額 △1,514,490 △1,587,979

建物及び構築物（純額） 2,293,238 2,277,527

機械装置及び運搬具 1,297,551 1,308,827

減価償却累計額 △813,467 △859,744

機械装置及び運搬具（純額） 484,083 449,083

工具、器具及び備品 837,437 843,157

減価償却累計額 △641,437 △655,248

工具、器具及び備品（純額） 195,999 187,909

土地 2,382,328 2,403,328

建設仮勘定 7,408 7,408

その他 9,706 9,706

減価償却累計額 △6,794 △7,764

その他（純額） 2,911 1,941

有形固定資産合計 5,365,971 5,327,198

無形固定資産   

のれん 420,794 319,877

その他 257,056 244,490

無形固定資産合計 677,850 564,367

投資その他の資産   

投資有価証券 7,195 7,681

繰延税金資産 270,459 274,386

差入保証金 197,276 177,169

その他 20,873 21,856

投資その他の資産合計 495,803 481,094

固定資産合計 6,539,625 6,372,661

資産合計 13,956,191 12,920,173
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 537,198 768,498

短期借入金 1,950,000 1,750,000

1年内返済予定の長期借入金 754,870 843,334

未払金 870,789 837,382

未払法人税等 669,140 104,982

ポイント引当金 250,759 169,137

その他 168,956 193,663

流動負債合計 5,201,713 4,666,998

固定負債   

長期借入金 2,222,831 2,106,057

役員退職慰労引当金 1,583 1,583

その他 31,434 35,397

固定負債合計 2,255,849 2,143,038

負債合計 7,457,562 6,810,036

純資産の部   

株主資本   

資本金 696,450 696,450

資本剰余金 812,570 812,570

利益剰余金 4,986,213 4,598,132

自己株式 △958 △1,134

株主資本合計 6,494,274 6,106,018

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 619 933

為替換算調整勘定 3,733 3,185

その他の包括利益累計額合計 4,353 4,118

純資産合計 6,498,628 6,110,136

負債純資産合計 13,956,191 12,920,173
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 5,812,614 5,595,720

売上原価 1,403,712 1,365,840

売上総利益 4,408,901 4,229,880

販売費及び一般管理費 ※ 4,381,035 ※ 4,564,074

営業利益又は営業損失（△） 27,866 △334,194

営業外収益   

受取利息 379 111

受取配当金 60 77

受取賃貸料 14,837 7,743

助成金収入 152 2,930

その他 3,534 3,437

営業外収益合計 18,963 14,300

営業外費用   

支払利息 31,505 27,818

その他 17,654 7,968

営業外費用合計 49,159 35,787

経常損失（△） △2,329 △355,680

特別損失   

固定資産売却損 15,021 －

固定資産除却損 1,652 8,141

特別損失合計 16,673 8,141

税金等調整前四半期純損失（△） △19,002 △363,822

法人税、住民税及び事業税 76,397 88,246

法人税等調整額 △1,886 △142,664

法人税等合計 74,510 △54,417

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △93,513 △309,404

四半期純損失（△） △93,513 △309,404
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △93,513 △309,404

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 311 313

為替換算調整勘定 1,492 △548

その他の包括利益合計 1,803 △235

四半期包括利益 △91,709 △309,639

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △91,709 △309,639

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △19,002 △363,822

減価償却費 303,297 282,931

引当金の増減額（△は減少） △228,662 △83,670

受取利息及び受取配当金 △439 △189

助成金収入 △152 △2,930

支払利息 31,505 27,818

固定資産売却損益（△は益） 15,021 －

固定資産除却損 1,652 8,141

売上債権の増減額（△は増加） 471,350 728,719

たな卸資産の増減額（△は増加） 68,733 △421,206

仕入債務の増減額（△は減少） △308,868 231,299

未払債務の増減額（△は減少） 7,541 1,608

未払又は未収消費税等の増減額 △63,476 △72,085

その他 △69,674 △59,630

小計 208,824 276,984

利息及び配当金の受取額 427 176

利息の支払額 △35,794 △28,386

法人税等の支払額 △109,379 △673,941

法人税等の還付額 10,440 344

助成金の受取額 152 2,930

営業活動によるキャッシュ・フロー 74,671 △421,891

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △752,967 △97,496

無形固定資産の取得による支出 △10,490 △16,261

固定資産の売却による収入 35,700 83,813

子会社株式の取得による支出 ※２ △92,125 ※２ △50,000

貸付金の回収による収入 2,400 －

長期前払費用の取得による支出 △8,976 △2,781

差入保証金の差入による支出 △553 △712

差入保証金の回収による収入 896 272

投資活動によるキャッシュ・フロー △826,116 △83,166

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △80,000 △200,000

長期借入れによる収入 680,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △496,793 △428,310

配当金の支払額 △78,410 △78,454

自己株式の取得による支出 － △176

その他 △973 △1,022

財務活動によるキャッシュ・フロー 23,822 △307,964

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,533 △546

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △726,088 △813,568

現金及び現金同等物の期首残高 3,270,463 3,466,661

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 2,544,374 ※１ 2,653,093
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

　　一部の連結子会社においては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算していま

す。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

給料手当 897,463千円 925,582千円

販売促進費 1,160,950 1,306,129

荷造運送費 334,524 345,186

広告宣伝費 601,484 683,100

減価償却費 244,545 212,768

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 2,644,374千円 2,753,113千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 100,000 100,019

現金及び現金同等物 2,544,374 2,653,093

 

　※２　前第２四半期連結累計期間において、過年度に取得した子会社株式の株式取得の未払金92,125千円の支払い

　　　を行っています。

　　　　当第２四半期連結累計期間において、過年度に取得した子会社株式の株式取得の未払金50,000千円の支払い

　　　を行っています。

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月13日
取締役会

普通株式 78,675 20 平成25年３月31日 平成25年６月７日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月21日
取締役会

普通株式 78,675 20 平成26年３月31日 平成26年６月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

　　　　　（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

　　　　　　　当社グループは、化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

 １株当たり四半期純損失金額 23円77銭 78円65銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 93,513 309,404

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 93,513 309,404

普通株式の期中平均株式数（株） 3,933,772 3,933,738

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載していません。

 

２【その他】

　　　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月６日

株式会社ハーバー研究所

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀美　弘明

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　晃一

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハー

バー研究所の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日

から平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーバー研究所及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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